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「
大
乗
寺
系
回
向
帳
」 

二
冊
― 

解
題
と
翻
刻
　
　
　
　
　

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
所
員　
　

尾
崎
　
正
善

　
　
　
は
じ
め
に

　

宗
門
で
は
、
毎
日
の
朝
課
諷
経
・
日
中
諷
経
・
晩
課
諷
経
、
さ
ら
に
各
種
法
要
と
、
多
く
の
場
面
で
読
経
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
の
読

誦
経
典
・
挙
経
法
・
打
磬
法
は
『
行
持
軌
範
』
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
も
の
が
、
古
く
か
ら
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
結
論
を
述
べ
る
な
ら

ば
、
明
治
二
十
二
年
の
『
明
治
修
訂
洞
上
行
持
軌
範
』
制
定
の
段
階
で
、
統
一
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
江
戸
期
の
回
向
文
の
読
誦
法
も
、
現
行
の
書
き
下
し
文
で
は
な
く
、
漢
文
原
文
を
冒
頭
部
分
か
ら
音
読
す
る
形
式
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
も
「
施
食
会
」
「
楞
厳
会
」
等
に
一
部
継
承
さ
れ
て
い
る
。

  

無
論
、
書
き
下
し
文
に
お
い
て
唱
え
る
形
式
も
確
認
出
来
る
が
、
現
行
の
も
の
と
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
漢
文
原
文
の
ま
ま
の
形
式
と

混
在
し
て
お
り
、
明
確
な
使
い
分
け
が
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

ま
た
経
典
読
誦
の
方
法
も
、
発
音
も
含
め
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
の
差
違
も
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
様
に
、
身
近
な
儀
礼
に
お
い
て
も
時
代
に
よ
る
変
遷
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
を
明
確
に
す
る
資
料
が

い
ま
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
、
翻
刻
紹
介
す
る
資
料
は
、
江
戸
後
期
の
「
大
乗
寺
系
回
向
帳
」
二
冊
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
「
回
向
帳
」
を
通
し
て
、
江
戸
期

の
読
誦
経
典
・
挙
経
法
や
打
磬
法
、
さ
ら
に
叢
林
内
で
の
諸
注
意
を
確
認
し
て
み
た
い
。
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一
、
書
誌

　

最
初
に
、
今
回
紹
介
す
る
二
冊
の
回
向
帳
の
書
誌
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
一
冊
目
の
『
僧
家
行
事
抄
』
は
、
近
年
入
手
し
た
も
の
で
、
大
乗
寺
系
の
回
向
帳
で
あ
る
こ
と
と
書
写
年
代
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
冊
の
『
大
乗
寺
回
向
帳
』
（
仮
）
（
以
下
、
『
大
乗
回
向
』
と
略
す
）
は
、
以
前
よ
り
手
元
に
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
時
代
や
由
来
が
不
明
で
あ
っ
た
。
『
僧
家
行
事
抄
』
を
入
手
し
、
両
写
本
を
比
較
し
た
結
果
、
記
述
内
容
、
特
に
「
維
那
口

伝
」
が
共
通
し
て
い
る
事
に
よ
り
、
同
系
統
の
回
向
帳
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。

　

な
お
、
「
回
向
帳
」
と
総
称
し
た
が
、
挙
経
・
打
磬
に
関
す
る
記
述
が
中
心
で
、
さ
ら
に
『
大
乗
回
向
』
に
は
読
経
法
・
書
式
・
法
要

等
の
諸
注
意
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
維
那
寮
備
忘
録
」
の
性
格
が
強
い
。

　

次
に
個
別
の
書
誌
を
記
す
。

　
①
『
僧
家
行
事
抄
』

　

数
量　

一
冊

　

丁
数　

十
四
丁　

（
欠
丁
・
錯
簡
ナ
シ
）

　

装
丁　

粘
葉

　

法
量　

25.7
×
18
㎝

　

外
題　

僧
家
行
事
抄　

全　

（
表
紙
に
直
接
）

　

内
題　

松
寿
林
大
乗
護
国
禅
寺
維
那
寮
記

　

尾
題　

大
乗
維
那
寮
秘
典

　

奥
書　

時
天
保
十
四
年
癸
卯
年
孟
夏
上
幹
日
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但
馬
養
父
郡
一
部
郷
在
天
女
山
下
写
終
ル

　
　
　
　
　

甲
州
之
産
人

　
　
　
　
　
　
　
　

佛
貫
護
持

　

書
写
者　

佛
貫

　

年
代　
　

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

　
②
『
大
乗
寺
回
向
帳
』
（
仮
）
・
『
大
乗
回
向
』

　

数
量　

一
冊

　

丁
数　

十
九
丁
（
欠
丁
・
錯
簡
ナ
シ
）

　

装
丁　

粘
葉

　

法
量　

23.7
×
17
㎝

　

外
題　

ナ
シ

　

内
題　

ナ
シ

　

奥
書　

ナ
シ

　

書
写
者　

不
明

　

年
代　

不
詳

　

『
僧
家
行
事
抄
』
は
、
挙
経
・
打
磬
法
・
回
向
と
「
維
那
口
伝
」
で
終
わ
り
で
あ
る
が
、
『
大
乗
回
向
』
は
、
「
維
那
口
伝
」
に
続
い

て
、
読
経
法
・
発
声
法
・
馴
ら
し
の
心
得
・
疏
印
の
諸
注
意
等
か
ら
始
ま
り
、
臘
八
・
歎
仏
・
講
式
・
伽
陀
、
そ
し
て
布
薩
・
四
弘
誓
願

ま
で
様
々
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
数
は
、
庵
点
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
三
十
九
項
目
、
そ
の
他
庵
点
は
な
い
が
一
項
目
と
思
わ
れ
る
も
の
六
項
目
、
そ
し
て
最
後
の

布
薩
・
四
弘
誓
願
を
含
め
、
四
十
七
項
目
の
多
く
を
数
え
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
維
那
寮
に
お
い
て
の
心
得
で
あ
り
、
法
要
指
導
の
為
の
備
忘
録
と
思
わ
れ
る
。

　
　
二
、
時
代
と
系
統

　

次
に
こ
の
二
冊
の
系
統
・
関
係
・
成
立
時
代
を
論
じ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
『
僧
家
行
事
抄
』
が
、
大
乗
寺
系
史
料
で
あ
る
こ
と
は
、
内
題
・
尾
題
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
『
大
乗
回
向
』
に
は
、
内

題
・
尾
題
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
「
椙
樹
林
テ
ハ
」
（
13
オ
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
点
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
記
述
内
容
の
一
致
か
ら

同
系
統
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

次
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
僧
家
行
事
抄
』
に
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
と
い
う
書
写
年
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
後
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

   

一
方
、
『
大
乗
回
向
』
に
は
、
書
写
年
は
記
さ
れ
な
い
が
、
「
元
禄
ー
ー
二
月
十
五
日　

第
何
世
法
孫
某
甲　

謹
疏
」
（
９
オ
）
と
い

う
記
載
が
「
涅
槃
会
疏
」
に
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
当
時
作
製
さ
れ
た
雛
形
と
み
る
事
が
で
き
よ
う
。

　

無
論
、
こ
の
年
号
は
「
回
向
帳
」
が
製
作
さ
れ
た
年
と
断
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
元
禄
年
間
」
は
、
大
乗
寺
に
お

い
て
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）
が
活
躍
し
た
時
代
に
該
当
す
る
。
そ
の
時
代
に
大
乗
寺
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
『
椙
樹
林
清

規
』
と
平
行
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
回
向
帳
」
が
、
時
代
を
経
な
が
ら
代
々
書
写
さ
れ
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

最
後
に
、
二
冊
の
相
互
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
先
後
関
係
も
含
め
断
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
『
大
乗
回
向
』
に
は
一
箇
所
、
「
異
本
ナ
シ
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
に
該
当
す
る
「
大
施
餓
鬼
文
」
「
蒙
悔
」
に
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つ
い
て
は
、
『
僧
家
行
事
抄
』
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
系
統
の
写
本
の
可
能
性
が
高
い
。

　

少
な
く
と
も
大
乗
寺
に
お
け
る
挙
経
・
読
経
・
法
要
の
諸
注
意
に
関
し
て
、
参
学
し
た
修
行
僧
が
書
写
し
、
送
行
後
各
地
の
寺
院
に
て

使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
僧
家
行
事
抄
』
の
奧
書
に
は
、
「
但
馬
養
父
郡
一
部
郷
在
天
女
山
下
写
終
ル
。
甲
州
之
産

人
、
佛
貫
護
持
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
但
馬
養
父
郡
に
お
い
て
、
甲
州
出
身
の
佛
貫
が
書
写
し
護
持
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
時
の
大
乗
寺
参
学
の
状
況
の
み
な

ら
ず
、
伝
播
の
一
端
を
窺
い
知
る
記
述
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
備
忘
録
」
が
、
『
椙
樹
林
清
規
』
同
様
全
国
各
地
に
伝
わ
り
、
「
規
矩
大
乗
」
の
名
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
三
、
特
徴

　

最
後
に
、
今
回
の
「
回
向
帳
」
記
述
内
容
の
特
徴
、
注
目
す
べ
き
点
の
幾
つ
か
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

①
法
要
内
容

　

本
史
料
に
記
録
さ
れ
る
法
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

祝
聖
・
朝
課
・
斎
堂
（
展
鉢
）
・
祖
堂
・
轉
読
大
般
若
・
日
中
・
祖
堂
・
晩
課
・
楞
厳
会
・
懺
法
・
遶
仏

　

最
後
に
「
維
那
口
伝
」
が
あ
り
、
『
大
乗
回
向
』
に
は
読
経
・
法
要
諸
注
意
が
付
さ
れ
る
。

　

以
上
を
み
る
と
、
こ
の
一
冊
で
特
別
な
法
要
を
除
い
て
一
日
の
法
要
及
び
叢
林
で
の
主
要
な
法
要
を
網
羅
し
て
お
り
、
全
て
事
足
り
る

こ
と
が
分
か
る
。

②
読
誦
経
典

　

江
戸
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
で
如
何
な
る
経
典
を
読
誦
し
て
い
た
の
か
。
本
史
料
に
お
い
て
は
、
そ
の
点
も
確
認
で
き
る
。
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本
史
料
の
作
製
さ
れ
た
大
乗
寺
に
お
け
る
諷
経
は
、
『
椙
樹
林
清
規
』
巻
上
「
日
中
行
事
」
に
以
下
の
様
に
あ
る
。

　

〔
朝
課
〕
今
ハ
開
静
以
後
、
即
大
殿
ニ
テ
諸
諷
経
ア
ル
故
ニ
、
粥
ヲ
喫
ス
ル
事
ハ
、
諷
経
以
後
和
尚
ノ
巡
堂
罷
ナ
リ　

（
『
曹
全
』

「
清
規
」
４
４
４
上
）

　

〔
日
中
〕
諷
経
モ
清
規
ニ
ハ
、
尊
勝
陀
羅
尼
七
編
誦
ス
、
是
ヲ
曰
日
中
ト
ア
リ
。
今
マ
当
山
ニ
ハ
金
剛
経
一
巻
、
尊
勝
陀
羅
尼
一
遍

ニ
テ
、
日
中
回
向
シ
、
次
一
遍
消
災
呪
ヲ
誦
ス
ナ
リ
、
回
向
ア
リ
、
次
ニ
主
人
大
衆
同
ク
三
拜
シ
テ
退
ス
、
但
シ
祖
堂
、
又
ハ
霊
堂

ニ
就
テ
、
遶
行
ア
ル
時
ハ
、
七
遍
尊
勝
陀
羅
尼
ナ
リ  

（
『
曹
全
』
「
清
規
」
４
４
６
上
）

　

〔
晡
時
〕
今
ハ
晡
時
諷
経
ア
レ
バ
、
諷
経
前
ニ
放
参
ノ
法
ア
リ
、
次
ニ
殿
鐘
三
会
ス
。
大
衆
上
殿
シ
テ
、
三
陀
羅
尼
、
略
施
食
、

怡
山
願
文
等
、
又
ハ
其
ノ
日
懺
摩
法
ア
ル
時
ハ
、
陀
羅
尼
略
シ
、
施
食
ア
ル
時
ハ
略
施
食
ナ
シ
。
楞
厳
呪
ヲ
誦
シ
、
参
後
回
向
ス
。

（
『
曹
全
』
「
清
規
」
４
４
７
上
）

　

以
上
の
様
に
、
「
朝
課
」
に
お
け
る
具
体
的
経
典
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、
「
日
中
」
「
晡
時
」
に
関
し
て
は
明
記
さ
れ
る
。

　

因
み
に
、
『
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
巻
一
「
日
分
課
誦
回
向
文
」
に
は
、

　
　

佛
殿
〈
粥
了
〉     

上
来
諷
誦
〈
経
号
〉
功
徳
回
向
（
以
下
略
）
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
６
４
下
）

　
　

伽
藍
神

上
来
諷
経
〈
経
号
〉　

所
集
功
徳
祝
献
（
以
下
略
）
（
『
曹
全
』
「
清
規
」
６
５
上
）

等
と
あ
る
よ
う
に
、
様
々
な
経
典
読
誦
の
幅
を
持
た
せ
て
い
た
。

　

さ
て
、
本
史
料
で
の
経
典
は
、
朝
課
は
、
「
観
音
経
・
大
悲
呪
・
消
災
呪
」
で
あ
る
。
（
『
僧
家
行
事
抄
』
（
２
ウ
）
・
『
大
乗
回

向
』
（
１
ウ
）
）

　

こ
れ
は
、
大
安
寺
所
蔵
『
回
向
并
式
法
』
に
お
い
て
、
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上
来
、
当
塗
王
経
、
大
悲
圓
滿
無
碍
神
呪
、
消
災
妙
吉
祥
陀
羅
尼
を
諷
誦
す
、
集
る
所
の
功
徳
は
、
真
如
實
際
無
上
仏
果
菩
提
に
回

向
す
。
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
十
五
世
紀
末
の
時
点
で
、
当
塗
王
経
（
『
法
華
経
』
「
普
門
品
」
）
・
大
悲
圓
滿
無
碍
神
呪
（
『
大
悲
呪
』
）
・
消
災

妙
吉
祥
陀
羅
尼
の
読
誦
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
日
中
は
、
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
・
消
災
呪
」
で
あ
る
。
（
『
僧
家
行
事
抄
』
（
６
ウ
）
・
『
大
乗
回
向
』
（
４
ウ
）
）
さ
ら

に
、
祖
堂
で
は
「
金
剛
経
」
の
名
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
の
『
椙
樹
林
清
規
』
の
記
載
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
晩
課
は
、
「
晩
課　

無
願
文
ノキ　

南
無
三
滿
多　

打
磬
二
声
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
怡
山
願
文
」
が
無
い
時
は
、
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
（
『
僧
家
行
事
抄
』
（
７
ウ
）
・
『
大
乗
回
向
』
（
５
オ
）
）

　

そ
の
時
唱
え
る
の
が
、
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
経
』
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
、
『
観
音
懺
法
』
に
お
い
て
導
師
が
唱
え
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
１
）
。

　

た
だ
し
、
比
較
す
る
と
そ
の
声
明
符
に
関
し
て
は
同
じ
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
経
典
の
性
格
上
、
「
大
悲
呪
」
に
準
じ
て

唱
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
晩
課
で
唱
え
て
い
た
事
例
は
他
に
確
認
で
き
ず
、
大
変
興
味
深
い
記
載
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
略
施
食
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
現
在
に
継
承
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

③
挙
経
法

　

『
大
悲
呪
』
の
挙
経
に
つ
い
て
現
行
『
行
持
軌
範
』
に
は
、

「
大
悲
心
陀
羅
尼
」
と
挙
す
。
「
千
手
千
眼
観
自
在
云
々
」
又
は
、
「
南
無
喝
囉
怛
那
」
と
は
挙
さ
な
い
（
２
）
。

と
あ
る
。
こ
の
一
文
に
違
和
感
を
覚
え
る
者
も
多
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
宗
門
の
法
要
で
「
南
無
喝
囉
怛
那
」
と
挙
経

す
る
例
を
見
る
事
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
、
筆
者
は
、
臨
済
系
の
法
要
で
そ
の
よ
う
な
挙
経
法
に
遭
遇
し
、
そ
の
違
い
に
驚
い
た
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の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
史
料
に
よ
る
と
江
戸
時
代
曹
洞
宗
に
お
い
て
も
、
「
南
無
喝
囉
怛
那
」
と
唱
え
る
挙
経
法
を
用
い
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
『
僧
家
行
事
抄
』
（
１
オ
・
３
オ
・
５
オ
）
・
『
大
乗
回
向
』
（
１
オ
・
２
オ
・
３
オ
）
）

　

現
行
『
行
持
軌
範
』
の
記
述
は
、
『
明
治
校
訂
行
持
軌
範
』
に
も
、
同
文
が
確
認
で
き
る
（
３
）
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
臨
済
系
と
の
相
違
も
意
識
し
、
経
文
の
一
句
目
を
挙
経
す
る
形
式
か
ら
、
経
題
を
挙
経
す
る
形
式
へ
と
宗

門
で
の
統
一
が
図
ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
陀
羅
尼
の
挙
経
法
に
関
し
て
、
野
口
善
敬
『
禅
門
陀
羅
尼
の
世
界
』
に
お
い
て
、
『
大
悲
呪
』
に
つ
い
て
の
論
究
が
あ
る
（
４
）

。

④
打
磬
法

　

現
行
の
打
磬
法
は
、
『
行
事
軌
範
』
第
三
編
・
基
本
作
法
、
第
十
「
打
磬
法
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
無
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
よ

る
伝
統
的
な
打
磬
法
も
存
す
る
が
、
宗
門
と
し
て
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
江
戸
期
の
打
磬
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
も
、
『
曹
洞
宗
全
書
』
に
紹
介
さ
れ
る
史
料
な
ど
に
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
今
回
紹
介
す
る
史
料
以
外
に
打
磬
法
を
記
し
た
も
の
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
現
在
と
の
類
似
点
・
相
違
点
を
明
ら
か
に
出
来
る
好
箇
の
史
料
で
あ
る
。

⑤
声
明
符

  

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
回
向
文
は
、
文
頭
よ
り
棒
読
み
の
場
合
が
多
い
。
そ
の
時
の
唱
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。

　

今
回
の
史
料
に
は
、
様
々
な
声
明
符
や
、
「
待
・
引
・
押
・
打
・
切
・
上
・
下
」
等
の
発
声
の
諸
注
意
、
読
み
仮
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
声
明
に
関
す
る
記
述
は
、
講
式
本
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
回
向
帳
に
ま
で
及
ん
で
い
た
例
は
初
出
と
言
え
よ
う
。
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以
下
推
測
で
あ
る
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
節
を
付
け
て
唱
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
が
明
治

以
降
、
各
僧
堂
、
地
域
に
よ
る
差
違
を
宗
門
内
で
統
一
す
る
た
め
、
敢
え
て
声
明
符
を
削
除
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
号
に
よ
っ
て
当
時
ど
の
様
な
節
回
し
で
唱
え
て
い
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
読
み
で
あ
っ
た
の
か
。
現
行
で
は

行
わ
れ
な
い
発
声
・
読
誦
法
な
の
で
、
今
後
の
検
討
が
待
た
れ
る
。

⑥
注
記

　

法
要
に
関
す
る
注
記
が
、
割
注
の
形
式
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
各
法
要
の
主
題
の
箇
所
や
最
後
に
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
補
足

は
、
当
時
の
法
要
の
問
題
点
を
知
る
重
要
な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。

⑦
法
要
諸
注
意

　

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
大
乗
回
向
』
の
み
で
あ
る
が
、
行
事
に
関
す
る
細
か
な
諸
注
意
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
項
目
数
は
、

四
十
七
に
も
及
ぶ
。
そ
れ
ら
諸
注
意
の
一
々
を
述
べ
な
い
が
当
時
の
法
要
・
修
行
の
在
り
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

心
得
・
注
意
事
項
が
大
乗
寺
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
他
の
史
料
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑧
異
本
校
合
・
訂
正

　

異
本
校
合
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
『
大
乗
回
向
』
に
一
箇
所
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
（
５
ウ
）
し
か
し
、
何
点

か
朱
筆
で
の
訂
正
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
同
系
統
の
写
本
が
幾
つ
か
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

何
度
も
述
べ
る
よ
う
に
、
法
要
の
回
向
帳
・
維
那
寮
の
備
忘
録
の
性
格
を
有
す
る
史
料
で
あ
る
た
め
、
修
行
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
護

持
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
写
本
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
異
本
・
誤
写
も
多
数
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑨
大
乗
寺
で
あ
る
意
味

　

今
回
紹
介
の
二
冊
は
、
た
ま
た
ま
大
乗
寺
系
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
規
矩
大
乗
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
期
の

隆
盛
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

多
く
の
雲
水
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
修
行
に
励
み
、
そ
し
て
大
乗
寺
に
お
け
る
日
分
・
月
分
・
年
分
の
行
持
、
法
要
次
第
、
法
要
諸
注

意
、
そ
し
て
回
向
・
鳴
ら
し
物
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
「
椙
樹
林
系
清
規
」
の
写
本
が
、
全
国
各
地
に
現
存
す
る
事
に
も
確
認
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
上
に
、
今
回
紹
介
の
史
料
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

    

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
乗
寺
系
「
回
向
帳
」
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
挙
経
・
打
磬
法
・
法
要
の
特
徴
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
変
化
の
過
程

と
現
代
の
状
況
を
再
考
す
る
一
助
に
な
れ
ば
何
よ
り
で
あ
る
。

　

今
後
さ
ら
な
る
史
料
の
発
見
に
よ
り
、
江
戸
期
の
法
要
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註
（
１
）
『
昭
和
改
訂
・
観
音
懺
法
』
（
一
四
頁
・
一
七
頁
・
一
九
頁
）
葛
西
好
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
２
）
『
昭
和
修
訂
曹
洞
宗
行
持
軌
範
』
第
三
編
・
基
本
作
法
、
第
八
「
挙
経
法
」
十
三
、
大
悲
呪
（
四
一
三
頁
）

（
３
）
明
治
二
十
二
年
『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌
範
』
巻
下
「
附
属
法
並
臨
時
行
持
・
雑
部
類
・
挙
経
法
」
（
巻
下
・
十
三
丁
表
）
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（
４
）
野
口
善
敬
『
禅
門
陀
羅
尼
の
世
界
』
「
一
、
禅
宗
に
お
け
る
お
経
の
誦
み
方
」
一
九
頁
（
禅
文
化
研
究
所
・
平
成
十
九
年
）
挙
経
法
全
般
に
関
す
る
詳

細
な
論
考
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
参
照
頂
き
た
い
。
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翻
刻
・
凡
例 

一
、
『
僧
家
行
事
抄
』
・
『
大
乗
寺
回
向
帳
』
（
仮
）
の
翻
刻
紹
介
で
あ
る
。
二
冊
と
も
に
、
筆
者
の
所
蔵
史
料
で
あ
る
。

二
、
上
段
に
影
印
、
下
段
に
翻
刻
を
記
し
た
。

三
、
翻
刻
は
、
文
字
と
打
磬
点
の
み
を
原
則
と
し
た
。

四
、
声
明
符
（
ノ
・
一ー
・
マー
・
ー
な
ど
）
・
読
誦
法
の
注
記
（
引
・
又
・
切
・
又
切
・
持
・
上
・
下
・
印
な
ど
）
は
、
割
愛
し

た
。

五
、
字
体
は
、
判
読
の
便
を
考
慮
し
て
原
則
当
用
漢
字
に
改
め
た
。
判
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
﹅ノ
＝
シ
テ
、
一ー
＝
コ
ト
、
ノキ
＝
ト

キ
、
ノモ
＝
ト
モ
、
に
改
め
た
。

六
、
打
磬
点
は
、
●
、
○
、
●
、
▲
、
△
等
で
示
し
た
。　

七
、
写
誤
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
付
い
て
、
特
に
指
摘
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
経
典
の
記
載
法
の
相
違
と
い
う
可
能
性
が
有
る

か
ら
で
あ
る
。

八
、
経
典
名
を
、
（　

）
を
用
い
て
補
筆
し
た
。
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僧
家
行
事
抄
　
　
　
全　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

松
寿
林
大
乗
護
国
禅
寺
維
那
寮
記

　
　
　
　
　

祝
聖

　
　
　

   

（
大
悲
呪
）

     
●
●
●
●
●
南
無
喝
囉
怛
那
●　

弥ミ

チ

リ
帝
唎　

夜ヤ

ノ那

　
　
　

      

羅ラ
キ
ン
ジ

謹
墀　
●
地チ

リ唎
瑟シ
ュ

尼ニ

ノ那　
●
那ノ

ラ囉
謹キ
ン
ジ墀

　
　
　
　
○
悉シ

テ

ト

モ

ド

ラ

殿
都
漫
多
囉　
○
跋ホ

ト

ヤ

ソ

モ

コ

陀
耶
娑
婆
訶

　

          

（
消
災
呪
）

　
　
　
三
●
曩
莫
三
満
多　
　

●

三
反
目

怛ト

ジ

ト
咥
陀
唵エ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
オ
）

（
表
紙
）

（
１
丁
オ
）
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○
瑟
致
哩　

瑟
致
哩　
○
扇セ
ン
チ底
迦キ
ャ
シ室
哩リ
エ
イ曳

　
　
　
　
　
　
　

回
向　
有
口
伝

　
　
　
　
　

心
性
正
覚　

大
智チ

海
蔵　

修シ
ュ
ジ
ン成

如ジ

ラ来　

円

　
　
　
　
　

通
聖
衆　

和
光
同
誦　

大
円
満
無
碍
神
呪

　
　
　
　
　

消
災
妙
吉
祥
神ト

羅
尼
所ス

シ集　

鴻ウ
ン

因
恭
為
祝

●

　
　
　
　
　

延　

今
上
皇
帝
聖
寿
無
疆
無
量
寿
仏　
　
　
　
　
　

 

（
１
ウ
）

　
　
　
　
　

諸
尊
菩
薩
●
摩
訶
般
若
波
羅
密

　
　
　
　
　
　
　
　

毎
朝
一
返
消
災
呪

　
　
　

    

（
消
災
呪
）

　
　
　
　
　

曩
莫
三
満
多
●　
○
怛ト

ジ姪
○
他ト

唵エ
ン　

○
佉キ

ャ
キ
ャ
キ
ャ
キ

佉
佉
口四　
　

　
　
　
　

 

○
佉キ

ャ
キ口四

吽ウ
ン
ウ
ン吽　

　
○
入シ

フ

ラ
嚩
囉　
○
入シ

フ

ラ
嚩
羅　
○
嚩ハ

ラ

シ

羅
入

　
　
　
　
　

嚩フ

ラ羅　
○
嚩ハ

ラ囉
入シ

フ

ラ
嚩
囉　
○
底チ
シ
ュ
サ

瑟
奼　
○
底チ
シ
ュ
サ

瑟
奼　
○
瑟シ
ュ

　
　
　
　
　

致シ

リ哩　
○
瑟シ
ュ
シ
リ

致
哩 

○
娑リ
ハ
サ
ヤ

発
吒　
○
娑リ
ハ
サ
ヤ

発
吒　
○
扇セ
ン
チ底    

（
２
オ
）

（
１
丁
ウ
）

（
２
丁
オ
）
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迦キ
ャ　

○
室シ

リ哩
曵エ

イ　
○
娑ソ

モ

コ
婆
訶

　
　
　
　
　
　
　

朝
課

　
　

     

（
観
音
経
）

●
●
●
▲
妙
法
蓮
華
経
観
世
音　

品
第
二
十
五
●

　
　
　
　

受
諸
苦
悩　
●
一
心
称
名　
●
南
無
観
世

　
　
　

音
菩
薩　
●
巍
々
如
是　
●
無
盡
意
菩
薩

　
　
　

白
仏
言　
●
應
以
仏
身
得
度
者　
　
　
　
　
　
　
　

        

（
２
ウ
）

　
　
○
一
分
奉
釈
迦
牟
尼
仏　
○
無
盡
意　
●
世
尊

　
　
　

妙
相
具　
●
発
大
清
浄
願　
●
衆
怨
悉
退

　
　

 

●
爾
時
地
持
菩
薩　
●
皆
発
無
等
　々
●
三
藐

　
　
　

三
菩
提
心

　
　
　

（
大
悲
呪
）

　
　

 

▲
南
無
喝
囉
怛
那
●　
●
地チ

リ唎
瑟シ
ュ
ニ尼　

●
那ノ
ラ
キ
ン

羅
謹

　
　

 

○
悉シ

テ

ド
殿
都　
○
跋ホ

ド

ラ
陀
那
娑
婆
訶      　
　
　
　
　
　
　

         

（
３
オ
）

（
２
丁
ウ
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村
何
寺
禅

　
　
　
　

住
持
比
丘
某
甲下
音　

　
　
　
　

今
月
グ
ハ
ツ
十
五
日　

恭
ク
所
レ
集
殊
勲
ハ　

上
酬
二
慈
蔭
ニ一
者
ナ
リ

　
　
　
　

右
キ
伏
以
ミ
レ
ハ　

常
在
霊
山
微
月
ハ
幽
光
遠
輝
ク　

群
類

　
　
　
　

悉
ク
預
二
如
来
常
在
ノ
之
化
一　
　

謹
テ
疏

　
　
　
　
本
尊　

哀
愍

　
　
　
　
賢
聖　

悉
知　
　
　
　

謹
疏   　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

（
11
ウ
）

　
　
　

 

▲
我
此
道
場
如
帝
珠

●

　

一
切
賢
聖
影
現
中

　
　
　
　

我
身
於
彼
賢
聖
前　

頭
面
接
足
帰
命
礼

　
　
　
　

稽ケ
イ

首
大
羅
漢

●

　
　
　

法
性
清
涼
月

　
　
　
　

衆
生
心
水
浄　
　
　

羅
漢
影
現
中

　
　
　
　

一

○

切サ
○
イ
○恭
敬

○

　
　
●
受
我
微
供
三

○

叢

○

礼

　
　
　

 
▲
願
以
此
功
徳
●　
▲
願
以
此
功
徳
ト
　
ク   　
　
　
　
　
　

       

（
12
オ
）

（
11
丁
ウ
）

（
12
丁
オ
）
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▲
南
無
自
他　

法
界
平
等
利
益
○

　
　
　
　
●
●
▲
仰カ

フ

白
大
衆　

同
歎
仏

●

　
　
　
　

揚
枝
浄
水　

遍
洒
三
千　

性
空
八
徳　

利
人

　
　
　
　

天
法
界
広
荘
厳　

滅
罪
消
愆ケ
ン

火
煙
化   

　
　
　
　

紅
蓮　
▲
南
無
毘
婆
尸

○
○

仏　
　
手

○
○

磬
鐃
子

　
　
　
　

南
無
尸
棄
仏　

南
無
毘
婆
尸鐃子
無
則
押
磬

仏
● 　
　
　
　
　
　

  　

 

（
12
ウ
）

　
　
　
　
　

    

懺
法　
三
反
ト
キ
初
一
回
無
声
点
広
大
霊
感
導
師
ノ
外
ニ
三
反　
　

一
反
ノ
ト
キ
ハ
衆
二
唱
次
出
二
疏
指
南
一
依
テ
有
一
師　
　
　

　
　
　
　

南
無
仏　
○
南
無
法　
●
救
護
苦
厄
者

●

　
 　

     

●
南
三

無
仏　
●
南
無
法　

苦
厄
者
●

　
　
　
　

願
救
我
苦
厄　

大
吉
祥
● 

●二   

願
救
我

●

苦
厄

　
　
　
　

大
吉
●
祥

●

　
三

●

願

●

　

救
我
苦
厄　

大
吉
祥

　
　
　
　

南
無
仏
陀
●　

薩
埵　
●
南
無
仏
陀　
　
　
　
　
　

     

（
13
オ
）

（
12
丁
ウ
）

（
13
丁
オ
）
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薩
●
埵　

南ナ

ム無　
次
章
準
之

　
　
　
　
　
　

遶
仏　
三
反
三
匝　

但
観
音　

毎
二
一
回
三
唱　

手
磬
観
音　
　
　
　
　
　

中
三
観
音　

後
三
観
音　

以
上
九
反　

一
反
観
音
三
唱　

共
観
音

   

○
○
○
南
無
仏　
○
南
無
法　
○
南
無
本

○

師

○

　

釈
迦

　
　

    

南
無
○
観
世
音

○

　

摩
訶
薩　
○
南
無
仏

　
　

 

○
南
無
法　

牟
尼
仏　
○
南
無
無
量
寿
仏

　
　

 

○
南
無
○
観
○
世
音
摩
訶
○
薩　

南
無
○
仏　
　
　
　

         

（
13
ウ
）

　
　
　

南
無
○
法　

南
無
○
十
方

○

　

南
○
無
観
世
音

　
　
　

菩
○
薩
摩
訶
薩

　
　
　
　
　
　
　

維
那
口
伝　
新
旧
交
代
時
口
授
須
ク二

丁
寧
一ナ
ル　

　

 

且
ツ
預
相
伴
一
二
匝
シ
テ
諸
堂
一
処
々
丁

度
一
一
指
南
焉　
　
　
　
　
　

    
　
　
　

経 

緩
急

唱
和  

回
向 

長短　

五
磬　
開　

定

　
　
　

 　
　
　
　
　

              　
開　

静

    　
　
　

                      　
　
　
打　

板　

各
有
様
子

               　
　
　

           　
　
　
巡　

板　

更
要
鍛
練

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
打　

槌　
　
　
　
　
　
　
　

      

（
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オ
）

（
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丁
ウ
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（
14
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大
乗
維
那
寮
秘
典　

終

　　
　
　
　

時
天
保
十
四
年
癸
卯
年
孟
夏
上
幹
日

　
　
　
　
　
但
馬
養
父
郡
一
部
郷
在
天
女
山
下
終
写

ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
州
之
産
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佛
貫
護
持　
　

  　

 

（
14
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佛
貫
用

（
14
丁
ウ
）

（
裏
表
紙
）
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『
大
乗
寺
回
向
帳
』
（
仮
）
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一
掉
云
可
憐
黒
膝
生
光
底
撃
着
千
門
万
戸
開

不
動
釈
迦
文
殊
普
賢
地
蔵
弥
勒
観
音
薬
師
勢
至
阿
弥
陀
阿
閦
大
日
虚
空
蔵
以
上
十
三
仏
也

一
七
日
初
願
忌
始
善
忌
二
七
以
芳
忌
到
彼
忌
三
七
洒
水
忌
孝
力
忌
四
七
阿
况
忌

相
等
忌
五
七
小
練
忌
小
飯
忌
六
七
檀
弘
忌
前
至
忌
七
々
大
練
忌
脱
光
忌

百
ケ
日
卒
哭
忌
出
苦
忌
一
周
小
祥
忌
辺
哭
忌
三
年
大
祥
忌
休
安
忌
七
年

遠
波
忌
休
広
忌
十
三
年
遠
方
忌
寂
語
忌
卅
三
年
冷
照
忌
阿
円
忌

清
浄
本
然
忌
百
年
一
会
忌　

十
七
年
慈
明
忌
廿
五
年
大
士
忌　
　

  　
　

（
表
紙
裏
）

南
無
喝
羅
怛
那　

●
●
地
唎
瑟
尼
那　
●

那
羅
謹

墀　
●
悉
殿
都
漫
多
羅　
○
跋
陀
耶
娑
婆
訶  

▲●
曩
莫
三
満
多
●　

●
怛
姪
陀
唵　
○
瑟
致
哩
瑟
致

哩　
○
扇
底
迦
室
哩
曳

　
　
　
　
　
　

回
向　

有
口
伝

心
性
正
覚　

大
智ヂ

海
蔵　

修シ
ウ
ジ
ン成
如ジ
ラ
イ来　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
１
オ
）

（
表
紙
裏
）

（
１
丁
オ
）
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円
通
聖
衆　

和
光
同
誦　

大
円
満
無
碍
神
呪

消
災
妙
吉
祥
陀
羅
尼　

取ス

シ集　

鴻ウ
ン

因
恭
為
祝

延　

今
上
皇
帝
聖
寿
無
疆
無
量
寿
仏

　
　
　
　

毎
朝
一
返
消
災
呪

曩
莫
三
満
多
●　
○
怛
咥
他
唵　
○
佉
○々
佉
口四　
々

々

　
　
　
　

朝
課

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
●   　
　
　
　
　

（
１
ウ
）

●
一
心
称
名　
●
南
無
観
世
音
菩
薩　
●
巍
々
如
是

●
無
尽
意
菩
薩　
●
応
以
ー
ー　
○
一
分
奉
釈
迦
ー
ー

○
無
尽
意　
●
世
尊
妙
相
具　
●
発
大
ー
ー　
●
衆
怨
悉

退
散　
●
尓
時
持
ー
ー　
○
皆
発
無
ー
ー　
○
三
藐
三
菩

提
心

南
無
喝
羅
怛
那
●　
●
地
唎
瑟
尼　
●
那
羅
謹
墀

○
悉
殿
都　
○
跋
陀
耶　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
２
オ
）

（
１
丁
ウ
）

（
２
丁
オ
）
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曩
莫
三
満
多
●　
●
怛
咥
他
唵　
○
瑟
致　
○
哩々
々

○
扇
底
迦　

上
来
諷
誦　

法
界
衆
生　

種シ
ウ
ジ智

者
●

△●
南

●

無

六

仏
陀
那　
○
摩
訶
菩　
○
娑
縛
賀

摩
七

訶
般
若
波
羅
密
多
心
経
●　
●
無

罣碍　
々　々
●
三

世
諸
仏　
○
波
羅
像
羯
諦　
○
般
若
心
経　
消
災
呪

上
同　

次
大
悲
呪　

緩
ニ
挙
ス
ル
耳　

魚
モ
初
ニ
其
意
ア
リ

餘
リ
不
引　

但
シ
戒
会
中
ハ
祖
堂
七
大
悲
呪
ナ
リ　
　
　
　
　
　

            

（
２
ウ
）

　
　
　
　

祖
堂　

△
南
無
喝
羅
怛
那
●　
○
南
無
阿
ー　
○
婆
盧
羯
帝　
○
爍

鉢
羅
那　
○
菩
提
薩
ー　
○
摩
訶
薩
埵ト

ボ
ヤ　
○
摩

訶
迦
嚧
尼
迦　
●
唵
薩

　
　
　
　
　

回
向　

福
寿
無
量　

諸
縁
吉
利
者

　
　
　
　
　

挙
蓮
経　
若
略
法
花 

不
打
蜜
之
磬

○
転
大
般
若　
朝
課
罷
或
午
時
打
磬
都
テ
同
ジ
心
経
三
巻
上
次
恒
規

ハ
消
災
呪
七
返
施
主
ノ
祈
祷
ハ
任
時
差
定                   　
　
　

 

（
３
オ
）

（
２
丁
ウ
）

（
３
丁
オ
）
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●●
挙

●
●

●
▲

●

心
経　

  

観
自
在
ー
ー    

行
深
般
若
ー
ー　

五
蘊
皆
空
度

　
　
　
　
　

     

○
波
羅
僧
ー
ー　

娑
婆
訶
○　
▲
般
若
心
経

●
大
般
若
ー
ー　
毎
一
巻
打
磬
将
了
時
鈴
二
磬
子

大
般
若
信
受
奉
行
六
百
巻    

消
災
呪　
　

恒
規
七
返

　
　
　
　
　

斎
堂　
先
合
掌
シ
打
槌
一
下
シ
テ
黙
唱
聞
槌
展
鉢
之
二

偈
必
可
唱
之
勿
略
一
衆
唱
故                      

仏
生
迦
毘
羅　

成
道
摩
喝
陀　

説
法
波
羅
奈　

入
滅
拘
稀
羅　

如
来
応
量
器　

我
今
得
敷
展

願
共
一
切
衆　

等
三
輪
空
寂　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

（
３
ウ
）

摩
訶
般
若
波
羅
密
多
心
経　
菩
提
娑
婆
訶
●
打一

下槌

般
若
心
経　
　
　
　

上
来
諷
経
功
徳
奉
為
耕
夫
餉
婦
疲
馬
懶
牛
螻

蟻
蚊
虻
蝦
嘛
蚯
蚓
舂
炊
人
力
供
給
浄
人
存
者

福
寿
増
長
安
寧
亡
者
苦
往
生
浄
土
者

　
 

仰
惟
三
宝　

咸
賜
証
智　

仰
憑
尊
衆
念

清
浄
法
身
ヨ
リ
釈
迦
牟
尼
仏
マ
テ
順
槌　

当
来
下
生
ヨ
リ

大
悲
観
世
音
菩
薩
マ
テ
逆
槌　

諸
尊
ー
ハ
順
槌　

摩
訶  

般
ー
ハ
逆
槌
ナ
リ　
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粥
有
十
利　

鐃
益
行
人　

果
報
無
辺　

究
竟
常
楽

三
徳
六
昧　

施
仏
及
僧　

法
界
有
情　

普
同
供
養

受
食
五
観
各
宜
想
念　
唱
了
テ
不
レ
打
槌　

取
ル二
生
飯
ヲ一　

後
打
槌

二
下　

汁
槌
二
下   　
　

                   

処
世
界
如
虚
空　

如
蓮
華
不
着
水　

心
清
浄
超

於
彼　

稽
首
礼
無
上
尊　
唱
了
テ
打
槌
一
下

次
ニ
手
磬
二
声　

　
　
　
　
　

日
中　
朔
日
上
供
午
時
次
万
霊
諷
経
了
拝

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼　
●
没ボ

タ

ヤ

バ

駄
野
波
誐キ

ャ

縛バ

帝テ
イ  

　
　
　
　
　
　
　
　

   

七
巻
ノ
外
ハ
ナ
シ　
　

 　
　
　
　
　
　

  

（
４
ウ
）

●
若シ
ャ
ヤ野々
　々
一
巻
時
ハ
打
磬

七
巻
時
ハ
ナ
シ  

●
縛バ

ザ

ラ

ハ

バ

ト

マ

曰
覧
波
嚩
都
摩

○
紇キ

リ

タ

ヤ

哩
多
野　
○
摩マ

カ

ホ

タ

リ

ソ

ワ

カ

賀
母
捺
哩
娑
婆
訶

七
巻
ノ
時
ハ
毎
巻
頭
打
磬　

但
シ
七
巻
目
ニ
打
二
没
駄
野
ノ
磬
一
不
レ
打
二

　
　
　
　
　
　
　
　

若
那
ノ
二
磬
一ヲ

曩
莫
三
満
多
●　
○
瑟
致
哩　
○
扇
底
迦

　
　
　
　
　

祖
堂　
金
剛
経
時　

初
ニ
有
大
悲
呪
、
十
方
三
世    

一
切
ー
了
テ
打
磬
一
声　

普
門
品
押
ヘ
磬
耳

波
羅
●
蜜
●　

金
剛
般
若　
五
大
尊
乃
至
尊
宿
遶
行
次
亡
者      

大
悲
呪
時
手
磬
二
声　

散
堂
晩
モ
準

之                                               

　
　
　
　
　

晩
課　
願
文
無
キ
時　

南
無
三
満
多
ノ
打
磬
二
声

三
返
目
ノ
カ
シ
ラ
ニ
打
ス
ベ
シ　

             　
　

     

（
５
オ
）

（
３
丁
ウ
）

（
４
丁
オ
）
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△
△
△
多
㖿
咤　

鳴
呼
膩     

啤
娑

○
○呵

●
●
多
姪
咃　
●
陀
●
呼
膩     

●
殿
娑

○
○

呵

●
多
姪
咃
●　
●
安
●
陀
詈　

兜ト

ヒ毘
隷
娑
○
呵

○

　
　
　
　

若
人
欲
了
知　

一

○

切
唯
心
造

▲
以
此
修
行
ー
根　
●
存
者
福
楽
ー　
●
倶

蒙
悔

異
本
ナ
シ

ー　

 

○
尽
出
輪
生

○

浄
土

願
以
此
功
徳
ー
蜜　

三
拝
目
直
ニ
胡
跪　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
５
ウ
）

△
帰
命
シ
上
ル　
▲
十
方
ー
哀
摂
受
シ
玉
ヘ　
▲
弟
子
衆
等

而
懺
悔
所
▲
願　
△
然
後　
△
次
期　
△
現
存
眷
属

同
円
種
●
智　

十
方
三
世
●　

諸
尊
ー
ー
羅

○
○

蜜

午
時
大
施
餓
鬼　

晩
霊
堂
遶
行
ノ
時
帰
祖
堂
三
拝　

直
ニ
誦
願而
已文

南
●

●
●

▲
●

無
楞
厳
会
上　

諸●

菩
薩●

　

　

 
●
楞
厳
ー●

ー
ー
ー
薩●

　

   
楞
ー
ー●

ー
ー
ー
薩●
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断
也
了
リ
ニ
大
磬
三
打
是
ヨ
リ
梆ホ
ウ

ヲ
打
ス
二
時
ノ
梆
大
雷　
　
　

   

（
15
オ
）

（
14
丁
ウ
）

（
15
丁
オ
）
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飯
台
不
レ
着
二
襪
子
一ヲ
午
時
三
下
鐘
火
鈴
三
十
六
板
斎
鐘
晩
昏

鼓
更
点
如
常
開
定
大
鐘
巡
照
火
鈴
七
日
ノ
晩
ハ
開
定
ナ
シ
暁
天
ニ
移
ル
也

二
祖
忌
モ
同
ジ
事
也　

平
生
ノ
切
心
ト
常
ノ
通
リ
只
タ
昼
ノ
開
定
ト
三
ツ

太
鼓
五
磬
無
キ
耳

　

尋
常
坐
禅
ノ
ト
キ
随
坐
ノ
鳴
シ
物
止
静
経
行
抽
解
ス
ベ
キ
手
磬
ナ
リ

　

臘
八
ノ
献
粥
ニ
回
向
ノ
文
ニ
五
味
粥
ト
イ
レ
ス
献
粥
ト
入
ル
ゝ
也
汁
香
ノ
モ
ノ
イ
ラ
ズ

　
　
　

滅
罪
消
愆
ト
四
八
端
厳
ノ
偈
一
心
帰
命
ハ
一
返
ノ
ト
キ
ニ
テ
モ
三
返
宛

臨
時
告
唱
之
遶
仏
三
返
ナ
レ
バ
三
匝
也
二
匝
ハ
二
返
也
一
返
ハ
一
匝
也
維
那

　
　
　

仏
名
ヲ
挙
ス
ル
内
ヤ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
無
滞
旋
遶
ス
ル
ナ
リ

　

歎
仏
ノ
ト
キ
ヤ
遶
仏
ノ
時
尸
棄
仏
ニ
テ
普
同
問
訊
手
磬
ノ
打
様
印
レス
焉
ニ

南
無
尸
棄
仏
三
匝
了
ト
ス
ル
ト
キ
迦
葉
仏
ノ
手
磬
同
断
ナ
リ      　
　
　

（
15
ウ
）

　

礼
讃
功
徳
ヲ
リ
ン
サ
ン
功
徳
ト
唱
ベ
シ
文
珠
普
賢
観
自
在
ナ
リ
キ
ウ
ウ

リ
ク
ト
不
可
唱
倶キ
ウ

離リ

ク苦
也
手
磬
打
ス
ル
コ
ト
二
句
目
ノ
無
辺
ノ
無
ノ

字
ニ
テ
一
声
亦
次
ノ
句
始
メ
三
声
次
第
如
是
打
シ
了
リ
檀
信
帰
シ
ノ

文
手
磬
ハ
発
無
上
心
ト
一
字
ニ
一
声
宛
打
シ
テ
拝
ス
ル
ナ
リ
知
恵
如

海
和
南
聖
衆
モ
同
断
也

　

講
式
ノ
ト
キ
四
智
讃
ハ
節
三
ツ
ア
ラ
バ
字
共
ニ
四
ツ
唱
ヱ
ル
ナ
リ
字
ヲ
云
テ

節
ヲ
唱
ヱ
ル
ナ
リ　

受
我
ー
ー
礼
ハ
三
ノ
手
磬
ニ
テ
立
定
ノ
業
ヲ

手
磬
ニ
テ
一
拝
着
坐
引
磬
二
声
ヲ
聞
テ
坐
ス
ベ
シ
○
君キ
ン
ト
ヨ
ム
ベ
シ

屠

　

唄
師
正
面
ニ
テ
三
拝
シ
テ
趺
座
ス
ル
ト
キ
一
衆
胡
跪
ヲ
趺
座
ニ
直
ス
ベ
シ

散
梵
錫
〔
ノ
ト
キ
錫
杖
ヲ
ツ
ク
ベ
カ
ラ
ズ
〕
亦
胡
跪
ニ
直
ス
ベ
シ
散
梵
錫

ノ
ト
キ
錫
杖
ヲ
ツ
ク
ベ
カ
ラ
ズ
花
皿
ニ
手
ヲ
ト
リ
添
テ
持
ベ
シ

　

伽
陀
ワ
二
字
三
字
ト
切
テ
唱
ベ
シ
二
句
ヨ
リ
三
句
目
ニ
移
ル
ト
キ
キ
レ
ザ
ル

羊
ニ
節
ヲ
唱
ベ
シ
偈
了
テ
直
ニ
磬
子
一
声
ニ
テ
立
定
高
声
ニ　
　
　
　
　

（
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）

（
15
丁
ウ
）
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16
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オ
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南
無
十
六
ー
ー
者
ト
緩
声
ニ
唱
ヘ
手
磬
ニ
随
テ
三
拝
着
座
引
磬
二

声
ヲ
聞
テ
胡
跪
ス
ベ
シ
講
式
了
テ
應
供
諷
経
具
上
ニ
立

定
回
向
了
テ
三
拝
シ
テ
出
堂
ナ
リ

　

衆
寮
庫
堂
ノ
二
諷
経
ワ
始
メ
ニ
拝
ナ
シ
手
磬
ニ
テ
始
ム
終
リ
ニ
三
拝

シ
テ
上
二
祖
堂
一ニ
也
但
シ
衆
寮
諷
経
ハ
座
誦
也

　

四
節
巡
寮
了
テ
祖
堂
ニ
テ
主
人
ヱ
大
問
訊
手
磬
一
声
ニ
テ

深
ク
低
頭
合
掌
亦
一
声
ニ
テ
帰
堂
円
鏡
掛
ル
コ
ト
四
節
ノ
ミ
也

　

飯
台
ノ
ト
キ
箸
ヲ
御
飯
ニ
立
テ
徧
槌
ヲ
待
ベ
シ

御
粥
ヲ
ス
ゝ
ル
音
ヲ
ナ
ス
コ
ト
勿
レ
シ
ヲ
唐
辛
ニ
テ
モ
両
手
ニ
捧
ケ
可
喫

ト
キ
手
ニ
テ
不
レ
可
レ
喫
御
食
御
汁
ハ
勿
論
ノ
コ
ト

　

鉢
ノ
子
片
手
ニ
テ
持
ベ
カ
ラ
ズ
須
ク
両
手
ニ
捧
一ク
ヲ○

食
ヲ○

汁
ヲ

モ
ル
コ
ト
ハ
両
人
ツ
ゝ
モ
ル
ベ
シ
雲
板
打
ス
ル
コ
ト
一
番
座
ハ
一
通
一
打

二
番
座
ハ
一
通
二
打
ナ
リ
首
座
位
ノ
飯
台
ヲ
フ
ク
ヲ
見
バ   　
　
　
　

   

（
16
ウ
）

打
始
メ
侍
者
位
ノ
所
ニ
テ
打
シ
了
ル
ベ
シ

正
月
三
日
給
仕
玉
助
キ
ヲ
不
掛
受
食
五
観
ヲ
唱
想
念
ト
引
コ
ト
勿
レ

鉢
子
ハ
ヲ
ン
著
ニ
テ
洗
フ
ベ
シ

　

大
布
薩
ノ
ト
キ
露
地
ノ
焼
香
了
テ
維
那
展
拝
席
此
ノ
拝
席
始
終

布
レ
之
供
頭
等　

不
可
舒
捲
了
テ
手
磬
二
声
シ
テ
両
侍
者

三
人
一
字
ニ
八
尺
間
外
ニ
向
テ
立
此
ノ
ト
キ
手
磬
一
声  

此
ヨ
リ
打
シ
始
ル
也

晨
参
ノ
間
中
柱
ノ
処
ニ
テ
一
声
大
茶
堂
ニ
而
一
声
到
二
書
院
一ニ
三
声

シ
テ
深
ク
問
訊
シ
テ
請
三ス
戒
師
一ヲ
亦
一
声
シ
テ
転
レ
身
引
二
戒
師
一ヲ
大
茶

堂
ニ
テ
一
声
晨
参
ノ
間
柱
ノ
処
ニ
テ
一
声
露
地
位
ニ
到
ラ
ン
ト
ス

ル
ト
キ
一
声
是
ニ
テ
了
ル
手
磬
鳴
コ
ト
ニ
堂
鐘
宛
打
ス
ル
ナ
リ
但
シ
書

院
ノ
二
声
ヲ
除
ク

　

戒
師
陛シ

ン

高
座
ノ
ト
キ
侍
者
ノ
問
訊
ハ
香
ハ
コ
侍
者
モ
請
二ス
ル
問
訊
一ヲ
ナ
リ

　

香
湯
加
持
ノ
ト
キ
一
返
消
災
呪
不
レ
打
レ
鈴リ

ン

誦
ミ
拾
ニ
テ
三
拝
也

　

梵
唄
了
ノ
煙
カ
ヱ
シ
ノ
処
ニ
テ
焼
香
ノ
人
坐
具
ヲ
収
メ
テ
進
二ム
正　
　

  

（
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オ
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丁
ウ
）

（
17
丁
オ
）



― 310 ―

面
一ニ
ナ
リ

　

仏
法僧　

 

唵
摩
呢
逹
唎
吽
撥
吒　
若
人
欲
了
知
三
世
一
切
仏

応
観
法
界
性
一
切
唯
心
造

七
如
来　

青
白
赤
黒
黄
続
也
焦
面
鬼
王
ハ
赤
紙
ナ
リ

　

宝
閣楼　

 

唵
摩
呢
逹
唎
吽
撥
吒　
　
　
　
　
　
　
　
　

造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

若
人
欲
了
知
三
世
一
切
仏

　
　
　
　

金
銭
馬
形
ハ
皆
拾
二
数
宛
閏
月
有
之
年
ハ
加
二コ
ト
一
数
一ヲ

　
　
　
　

三
拾
銅
ツ
ゝ
ナ
リ
閏
月
有
年
ハ
三
十
銅
増
ナ
リ

四
天
王　

赤
南
方
青
東
方
黒
北
方
白
西
方
黄
ハ
不
レ
用

　
　
　

主
人　

四
処
問
訊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

（
17
ウ
）

　

節
分
晩
大
鐘
二
会
大
衆
上
殿
普
門
品
消
災
呪
三
返
仏
陀
呪
南
無

当
年
星
各
廿
一
返　

普
回
向

　

放
参
回
向
ハ
大
悲
呪
消
災
呪
三
返
ニ
而
回
向

　

法
衣
餅
撞
手
磬
ヲ
打
ス
ル
コ
ト
粥
後
庫
堂
板
三
返
罷
参
袈
裟

覚
僧
ハ
絡
子
心
経　

普
回
向

　

四
節
人
事
ノ
拝
ハ
触
礼
也
半
夏
冬
至
杯
ニ
ハ
各
寮
拝
賀
ナ
シ

報
ズ
モ
可
ナ
リ

　

正
月
三
日
満
散
ノ
ト
キ
帰
方
丈
ノ
后
大
衆
相
向
テ
触
礼
拝
ア
リ
三
ケ
日
ノ

中
檀
那
諷
経
無
シ
満
散
疏
ハ
普
回
向
読
也
三
日
礼
賀
行
茶
無

キ
故
無
二シ
打
板
一
礼
賀
跡
ニ
テ
大
衆
ノ
触
礼
ナ
シ
差
定
ニ
雷
同
諷
経

ト
書
セ
ズ
礼
賀
行
茶
モ
書
セ
ズ
鳴
シ
物
常
ノ
如
シ
打
板
開
静

無
キ
而
耳 

普
門
品
始
ノ
磬
子
○
○
●

○
妙
法
ー
ー
○
押
ヱ
磬
ヲ
忌
ム
祝
聖シ

ン

同　
　
　
　

 

（
18
オ
）

（
17
丁
ウ
）

（
18
丁
オ
）



「大乗寺系回向帳」二冊― 解題と翻刻

― 311 ―

断
ナ
リ　
　
　

正
月
元
旦
礼
賀
ノ
ト
キ
請
客
四
処
問
訊
ア
リ
歎
仏
三
帰
ハ

唐
音
ト
ア
レ
ト
モ
今
和
音
ナ
リ

 　

懺
法
ノ
ト
キ
仏
名
大
磬
ニ
随
テ
拝
小
磬
ニ
テ
頭
ヲ
ア
ク
ベ
シ
諸
天
音

楽
カ
ン
ラ
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
阿
修
羅
ト
引
ベ
カ
ラ
ズ
遶
仏
ノ
ト
キ
中
座

斗
リ
回
ル
外
ハ
皆
胡
跪
ス
ル
ナ
リ
帰
堂
ノ
ト
キ
露
地
ニ
テ
手
磬
二
声
シ

テ
問
訊
ス
ル
コ
ト
ミ
都
テ
講
式
同
断
也　
　

露
地
ヨ
リ
入
堂
出
堂

ノ
ト
キ
両
方
ハ
胡
跪
ナ
リ　

亡
者
回
向
ハ
唐
音
デ
ヨ
ム
也

　

四
節
戒
臘
遶
行
ノ
ト
キ
放
参
回
向
ヲ
誦
ス　

法
衣
ノ
日
課
誦
後
大

法
衣
三
拝
ト
維
那
唱
テ
三
拝
ス
ル
ナ
リ
生
飯
ヲ
ト
ラ
ズ
折
水
器
ヲ
禁

ス
十
仏
名
心
経
ハ
ア
リ

　
　

●
一
心
頂
礼　
●
満
ー　
○
釈
迦
ー　
○
身
ー　

利
ー　

平
ー

利
益
衆
生
ノ
利
ヲ
ヒ
ク
也　

発
菩
ー
ホ
ツ
ト
云
ベ
シ　

大
磬
ヲ
聞
テ

頭
ヲ
上
ク
ベ
シ
是
ハ
礼
拝
ノ
ト
キ
ノ
コ
ト
也

舎
利
礼
之
文　

一
心
頂
礼　

仏
何
持
故　

ブ
ツ
カ
ト
唱
ベ
カ
ラ
ズ 　
　

 

（
18
ウ
）

利
ー
生　

発
菩
提
心　

七
返
同
大
磬
二
声
不
レ
打
レ
鈴
ヲ

○
終
不
可
得　
○
自
以
下
引
利　
●
汝
等　

比
丘
常
当
勤
求
出
道
一
間

最
後
所○

二
救
誨
一ス
ル　

三
仏
器
前
唄
ヲ
不
レ
唱

正
月
三
ケ
日
点
后
茶
ノ
ト
キ
打
板
一
通
也
茶
板
ハ
三
日
都
テ
立
春
之
札

行
事
罷
加
持
火
燭
ノ
札
ハ
清
明
ノ
日
上
供
后
加
持
此
時
ハ
山
門

繁
昌
ノ
回
向
ヲ
誦
ス
但
シ
両
方
共
ニ
不
レ
打
レ
鈴　

七
巻
ニ
供
養
於

世
尊
為
求
無
上
恵　
　

法
花
八
講
弘
法
師
ゴ
ン
僧
ノ
コ
ト

　
　
　
　
　
　

布
薩

　
　
　
　
　
　
　
入
堂
三
拝
了
テ
具
上
胡
跪
維
那
打
磬
三
鳴

押
磬
也
唱
テ
云　
　
　
　
　
　
　
　
　

我

●
●

●

昔
ー　

業●
　

皆
由
痴●

　

従
身
ー
生●

　

一
切
ー
悔●

　
　
　
右
三
返  

毎
二
一
返
一
一
礼
可
レ
随
二
手
磬
一
三
返
了
テ
立
定
ス
維
那

打
磬
二
下
挙
仏
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

仏
名　
口
授
三
返
毎
二
一
仏
一
随
二
手
磬
一
一
礼
了
テ
胡
跪
合

掌
維
那
四
弘
ノ
文
ヲ
挙
ナ
リ　
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南

●
●

無
盧
舎
那
●
仏　
　

 

南
無
釈
迦
ー　
　

南
無
弥
ー
仏

南
無
十
方
ー
仏　
　
　

南
無
十
方
ー
法　

南
無
大
聖
文
珠
ー
薩

南
無
大
行
ー
薩　
　
　

南
無
大
悲
ー　
　

南
無
十
方
一
切
諸
菩
薩

南
無
歴
代
ー
菩
薩　

　
　
　
　

右
三
返
了
テ
胡
跪
次
四
弘
ノ
文
挙
ナ
リ
凡
懺
悔
ノ
文
仏
名

　
　
　
　

 

四
弘
之
文
共
ニ
余
リ
引
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
　
　
　
　
　

四
弘
誓
願
文

衆

●
●

生
無
辺
誓
願
●
度　

煩
悩
無
盡
誓
願
断
、
法
ー
ー
ー
ー
ー
学

仏
ー
ー
ー　
　

成　
　

請
戒
子
三
拝
大
衆
拝
了
テ
具
上
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胡
跪
次
ニ
説
戒
普
回
向
了
テ
三
拝
シ
テ
具
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
ム
次
ニ
施
食
恒
規
願
文
ナ
シ

若
粥
后
ニ
此
戒
ヲ
行
ズ
ル
ト
キ
ハ
普
回
向
三
拝
了
テ
亦
タ
鳴
手
磬
具
ヲ
収
メ
テ

三
拝
ス
是
出
堂
ノ
拝
ナ
リ
凡
三
拝
了
リ
具
上
胡
跪
ト
有
ル
処
ハ
三
拝
了
テ
直

ニ
不
レ
立
胡
跪
ナ
リ
堂
司
着
座
手
磬
早
ク
打
ス
ベ
シ
諸
式
共
ニ
倣
レ
之　
　
　
　

（
19
ウ
）

　
　
　
　
　
　

（
裏
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